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件を統一し、期間は 2006 年から 2015 年の














報告であり、2011 年から 2015 年の 5 年間に
足浴の効果を検証した報告は 14 件であった
国内文献を年代別にみると 2007 年 1 件、2009
年 3 件、2010 年 3 件、2013 年 2 件、2014 年 1
件、2015 年 4 件で、国外文献は 2008 年 2 件
2010 年 4 件、2011 年 3 件、2012 年 1 件 2013
年 2 件であった。研究デザインは国内国外文
献合わせて RCT2 件、非ランダム化比較試験 1
件、非侵襲的実験研究 1件、準実験研究 17 件
クロスオーバー試験 4 件、パイロットスタデ























































































































足浴の実施時間は 10 分～20 分の範囲で設
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